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よいことのために手を取り合おう 

2025-26 年度国際ロータリー会長 フランチェスコ・アレッツオ 

 

 

 

 

 

 

No.19（3221 号） 2025 年（令和 7 年）12 月 4 日（木） 曇 

例会記録 

 

点  鐘  君が代 

      奉仕の理想 

来  客  なし 

来訪会員  土井達也様（姫路南 RC） 

 

出席報告 

会員数 出席 出席免除 欠席 出席率 前々回欠席 メークアップ 修正出席率 

22 12 3 10 63.15％ 11 3 85.00％ 

 

会長の時間  ●伊藤会長 

先週は、西はりまライオンズ様主催のロータリー

との合同例会ということで、多くのご出席を頂き

ありがとうございました。 

 １２月に入りまして、今年も残すところ１ヶ月

となりました。通常例会 1 回とクリスマス家族例

会が終わりますとお正月になります。金融機関の

皆様には大変申し訳なく思いますが、今年は長い

ところでは 9 連休になります。休み間にしっかり

と身体を休めてすばらしい新年を皆様とともに

迎えることが出来ることを願っています。 

 さて、その合同例会では 15 分程度でしたが各

テーブルでデーブルディスカッションが行われ

ました。お会いしてお話する機会が 2 回目となり

ましたので、お話が弾んでいたように思います。

閉会の挨拶では龍野ライオンズクラブの北林会

長が、「このような機会をもっと増やして、親睦

を深め共同で事業を行うだけでなく、行政に対し

て共同で提言するという活動もいいのではない

か。」とお話されました。 

 どのクラブも会員の減少で思うような活動が

出来ない状態となっておりますので、力を合わせ

るということは何らかの突破口になるように感

じます。 

 ただ、社会奉仕活動に対しては切り口がそれぞ

れで若干異なる感じもしますが、会員やクラブの

負担にならなければ提案し合って、良い方向に進

めればと思います。 

 

幹事報告  ●神名幹事 

1.以下の文書が届いております。 

① 地区事務所より、地区補助金プロジェクト見学

会のご案内 

② 地区事務所より、2024-25 年度 ロータリー財

団への寄付（クラブ） 差し替え 

③ 地区事務所より、【第 4 回同期会 勉強会および

新年会】 

④ 姫路南ＲＣより、事務所移転のお知らせ 

⑤ 公益財団法人ひょうご子どもと家庭福祉財団

より、「財団だより第 52 号」の送付について 

⑥ 「アルモニーアッシュ」閉館のお知らせ 

⑦ 赤穂RCより、赤穂ロータリークラブWEEKLY 

Vol.3446～3452 

 

2025-26 年度 

会   長  伊藤充弘 

幹   事  神名大典 

公共イメージ・広報委員長   段 克史 

例 会：毎週木曜日 12:30～13:30 

    龍野経済交流センター1 階 

事務局：〒679-4167 たつの市龍野町富永 702-1 

    龍野商工会議所内 
    TEL 0791-63-4141 FAX 0791-63-4360 
    E-mail tatsunorc1@gmail.com 

 

龍野ロータリークラブ週報 
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2. Box 配布 

① 2026-27 年度構成表 

② WAO!楽しもう  国際交流フェスティバル

2025 のチラシ 

③ クリスマス家族例会のご案内 

④ ロータリーの友 12 月号 

⑤ GOVERNOR’S MONTHLY LETTER 

⑥ Governor’s Monthly Letter2024-25 

 

3． 連絡事項 

① クリスマス家族例会のご案内を BOX 配布して

おります。出欠回答をお願いいたします。 

 

第２回西はりまライオンズクラブとの合同例会  ●片岡委員長 

11 月 26 日、西はりまライオンズクラブの主催で、

たつの市立福祉会館４階ホールにおいて合同例会

が執り行われました。 

例会主催クラブの西はりまライオンズクラブから

11 名、龍野ロータリークラブからは伊藤会長以下

１４名、そして西はりまライオンズクラブのスポ

ンサークラブである龍野ライオンズクラブから３

名がそれぞれ参加。 

各クラブの代表が挨拶を行った後、15 分間という

短い時間でしたが、合同例会開催についての感想、

合同例会の意義などについて意見を交換し、今後

も引き続き合同例会や事業ができればという肯定

的な意見が数多くだされました。各会ともに会員

数の減少や参加率の低下など共通の課題があるこ

とも顕在化しました。 

ライオンズクラブの例会を初めて体験しました。

新鮮に感じました。 

 

例会プログラム 

「コンピュータの歴史とサイバーセキュリティ」  ●杉本勝則会員

 

 

 

【１．冒頭あいさつ】 

皆さま、こんにちは。 

このたび龍野ロータリークラブに入会させてい

ただきました、西兵庫信用金庫の杉本と申します。 

本日は、このような機会をいただき、誠にありが

とうございます。 

正直、３０分も自分の話をする機会というのは人

生ではじめてでして、「どこまで話していいのか

な？」と少し不安もありますが、 

自己紹介を交えながら、一応得意分野であります、

コンピュータと最近世間を賑わしていますサイ

バーセキュリティについて少しお話しできれば

と思います。 

どうぞ３０分間、お付き合いのほどよろしくお願

いたします。 

なお、慣れていないもので時間配分がうまくでき

ないと思いますので、速く終わるか、少し伸びる

かわからないですが、ご了承ください。 

 

【自己紹介とこれまでに歩み】 

まずは簡単に自己紹介をさせていただきます。 

私は宍粟市山崎町の出身で、現在は、ご存じの方

もいらっしゃるかと思いますが、千年藤で有名な

大歳神社の裏に住んでいます。 

家族は、妻と犬で二人と１匹。子供は息子１人、

現在大阪で教員をしています。孫は男の子２人い

ます。 

実家は、父の代から山崎町でクリーニング業を営

んでいました。本当によく働く父でして、朝早く

から夜遅くまでずっと仕事をしていたという印

象があり（休みは正月だけ）、そのころはよく儲

けていたんじゃないかと思います。 

ただ、兄弟が７人で、私の上に姉５人、下に弟が

１人（私は６番目で長男）で、教育等でかなりお

金がかかり、父母が亡くなるころは、財産もわず

かのものとなっていました。 

少し前になるのですが、教員をしてました姉が、

私どもの家系を調査してくれました。父方、母方

とも８代前（1785 年/文政）まで遡って調査し家

系図を作ってくれました。（手書きですけど） 

この家系図によりますと、父方の祖先の４代前は、

寺子屋の先生であったということで、結構慕われ

ていたとのことです。（真偽はわかりませんが） 

この４代前から、皆さんご存じかと思いますが、

1984 年度にこの龍野ロータリークラブの会長を

されており、私どもの元理事長の杉元清美さんの
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家系と別れています。（分家） 

ちなみに、私の杉本のもとは「本」ですが、もと

もとは「元」でして、何故だかわかりませんが２

代前の祖父から「本」に替えたと聞いております。 

また、母方の祖母は山崎藩の家老の一人娘であっ

たということです。ただし２号さんでした。 

調査するのはなかなか大変だったと思うのです

が、後でみるとほんとに興味深いものです。 

私は、山崎町で小・中・高と学び、その後コンピ

ュータを学び、昭和 56 年に西兵庫信用金庫に就

職し、これまで営業店のサポートから、内部シス

テムの管理、そして最近ではデジタル化やセキュ

リティ対策に関わってきました。何年間は営業店

で渉外係もやりましたが、殆どシステム関係に従

事してきました。 

信用金庫というと「お金を扱う仕事」というイメ

ージを持たれる方が多いと思います。 

ただ、今の時代は“お金の流れ”がすべてデジタル

で動いています。その裏側で、システムが正しく、

そして安全に動くように支えているのが私たち

の仕事です。 

たとえば、皆さんがＡＴＭでお金を引き出したり、

スマホで残高を見たりするとき。 

その瞬間にも、たくさんのシステムが一斉に動い

ています。 

一見「当たり前」のように見えるその便利さを、

当たり前に動かし続けるのが私たちの使命です。 

何事も「当たり前に動く」ことほど、実は難しい

ものはありません。 

それを支えることこそが、私の誇りとして従事し

てきました。 

ただ、評価はされません。 

 

【コンピュータの歴史】 

ここで少しコンピュータの歴史についてお話し

ます。 

コンピュータの歴史は、まるで壮大な冒険物語の

ようです。最初は単純な計算機から始まり、次第

に複雑な計算ができるように進化していきまし

た。それはちょうど主人公が小さな村から旅立ち、

様々な試練を乗り越えて成長していくファンタ

ジー小説のようなものです。 

途中、真空管や半導体など、新しい技術という仲

間たちと出会いながら、コンピュータはどんどん

賢く、小さく、そして速くなってきました。時に

は開発の行き詰まりという敵に直面することも

ありましたが、その度に発明家たちの知恵と努力

で乗り越えてきました。 

そして現代、スマートフォンという形で、私たち

の手のひらに収まるまでに至りました。この冒険

はまだ終わっていません。量子コンピュータや人

工知能（AI）など、次なる冒険がすでに始まって

います。 

最初の計算道具はそろばんでした。これは今も使

われている素晴らしい発明です。 

１７世紀になると、パスカルが歯車を使った機械

式計算機を発明しました。これは今のコンピュー

タの大先輩といえるでしょう。 

第二次大戦中、暗号解読のためＥＮＩＡＣ（エニ

アック）という世界初の電子式コンピュータが作

られました。ＥＮＩＡＣは真空管を使っていて、

部屋いっぱいの大きさでした。今のスマホと比べ

ると、とても信じられません。 

1947 年にトランジスタが発明されると、コンピュ

ータは一気に小型化と高速化が進みました。トラ

ンジスタは真空管よりも小さく、消費電力も少な

かったんです。 

さらに 1958 年には集積回路（ＩＣ）が発明され

ました。これにより、たくさんのトランジスタを

一つの小さなチップに詰め込むことができるよ

うになり、コンピュータはますます小さく、速く、

そして安くなっていきました。 

1970 年代に入ると、マイクロプロセッサが登場し

ます。これは、コンピュータの頭脳となる部分を

1 つのチップに詰め込んだものです。 

1981 年にＩＢＭ ＰＣが発売されると、コンピュ

ータは一気に身近なものになりました。そして

1984 年、アップルのマッキントッシュが登場。グ

ラフィカルなインターフェースで、コンピュータ

をより使いやすいものにしたのです。 

1990 年代に入ると、World Wide Web（ＷＷＷ）

の登場でインターネットが爆発的に普及しまし

た。コンピュータはネットワークでつながり、情

報のやり取りが格段に便利になりました。 

2007 年には iPhone が登場し、スマートフォンの

時代が幕を開けます。今や私たちのポケットの中

に、かつての大型コンピュータよりもはるかに高

性能なコンピュータが入っているのです。 

このように、コンピュータの歴史は常に「より小

さく、より速く、より使いやすく」を追求してき

ました。その進化は今も続いています。先ほどで

ました量子コンピュータや人工知能（AI）など、

次の世代のコンピュータはどんな姿になるので

しょうか。楽しみですね。 

ＡＩ技術の進化も著しく、囲碁ＡＩ「AlphaGO」

が人類最強の棋士を破った記事は記憶に新しい
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と思います。 

生成ＡＩが「もっともらしい嘘」をつく現象はご

存じでしょうか。 

これは、ハルシネーション（幻覚）といいまして、

ChatGPT に代表される生成ＡＩが、事実に基づ

いていない情報や、文脈と無関係な内容を、あた

かも事実であるかのように生成する現象を指し

ます。例えば、実在しない人物の経歴を詳細に語

ったり、起きていない事件を報道された事実のよ

うに述べたりするケースが該当します。 

コンピュータの歴史の中で、面白いエピソードの

一つに「バグ」という言葉の由来があります。1947

年、ハーバード大学のマーク２というコンピュー

タが正常に動作しなくなりました。技術者たちが

原因を調べたところ、リレー（スイッチの一種）

の中に蛾が入り込んでいたのです。 

この蛾を取り除いて問題が解決したことから、コ

ンピュータの不具合を「バグ」（英語で虫の意味）

と呼ぶようになりました。このエピソードは、コ

ンピュータが物理的な機械だった時代を象徴す

る出来事として、よく知られています。 

 

私が金庫に入庫したころは、コンピュータもメイ

ンフレームの時代でした。 

当然、当時はパソコンもなく、インターネットも

なく、ワープロもないような時代です。 

メインフレームというのは、大型汎用機、汎用コ

ンピュータと呼ばれる大型コンピュータのこと

で、止まらないことを前提とし、高い信頼性・耐

久性・セキュリティ性能を備え、現在も主に大企

業等の基幹情報システムに使用されています。 

昨今は、Windows や Linux などのオープンＯＳ

と、市販のサーバやソフトウェアを組み合わせた

システムで、Ｗｅｂサービスやクラウドとの連携

が容易な拡張性の高いオープン系システムへの

移行が進んでいます。 

当金庫においてもオープン系のシステムに更改

しておりますが、更改当時は、絶対に止まらない

メインフレームと止まるのがあたりまえ（最近は

安定していますが）のオープン系システムとの違

いに結構とまどいました。 

この６０年余りで、情報処理の技術の進展は目を

見張るものがあります。 

ところで、みなさん「2025 年問題」という言葉を

ご存じでしょうか。 

「2025 年問題」とは、全く異なる二つの領域で、

日本社会の大きな課題の総称です。 

一つは「社会保障」の側面、もう一つは「企業の

IT システム」の側面からの問題提起です。 

第一の側面は、「超高齢化社会」に関する問題で

す。1947 年（昭和 22 年）から 1949 年（昭和 24

年）の第一次ベビーブームに生まれた、いわゆる

「団塊の世代」の人々（約 800 万人）が全員、75

歳以上の「後期高齢者」に到達します。これによ

り、日本の人口構造は新たなステージに入り、医

療や介護の需要が爆発的に増加し、社会保障制度

の持続可能性が厳しく問われるという問題です。 

第二の側面は、「企業のデジタルトランスフォー

メーション（DX）の遅れ」に関する問題です。経

済産業省が2018年に発表したレポートにおいて、

多くの日本企業が抱える老朽化・複雑化・ブラッ

クボックス化した基幹系システム（いわゆるレガ

シーシステム）を、このまま放置し続けた場合、

デジタル時代に求められるビジネス改革（DX）を

推進できないばかりか、膨大な経済的損失が生じ

る可能性があるというものです。この深刻な危機

的状況を、レポートでは「2025 年の崖」と表現し

ています。 

具体的に次のような問題が深刻化し、日本企業の

競争力を低下させています。 

・維持管理の高騰：老朽化したレガシーシステム

の保守・運用にかかる費用の増加 

・データ活用の阻害：全体的なデータ連携や、AI・

ビッグデータ分析といった新しい技術を活用

するための基盤となっていない。 

・セキュリティリスクの増大：最新のサイバー攻

撃に対する脆弱性を抱えている。 

・ＤＸを担うＩＴ人材の不足：新しいデジタル技

術（ＡＩ、クラウドなど）に精通した人材が不

足、レガシーシステムを理解しているベテラン

技術者が2025年頃に相次いで定年退職を迎え、

既存システムの維持すら困難になる可能性が

ある。 

これらの問題が複合的に絡み合い、日本企業がデ

ジタル時代に取り残されてしまうという危機的

な状況が「2025 年の崖」なのです。 

 

少し話が逸れましたが、 

情報処理技術の進展は、日常の生活を便利にしま

す。しかし、便利になるとそれを悪用する者がで

てきます。 

 

【インターネットとサイバーセキュリティにつ

いて】 

皆さんご存じのように、サイバー犯罪の現状は、

以前として厳しい状況にあります。（最近では、
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アサヒ、アスクル等のランサム攻撃等） 

生成ＡＩを悪用した事案や、ランサムウェアの被

害拡大、フィッシングの増加などが挙げられます。 

さらに、インターネットバンキングやＳＮＳを通

じた詐欺、暗号資産を利用したマネーロンダリン

グなど、インターネット上のサービスが犯罪イン

フラとして悪用される実態が見られます。 

ここで、サイバーセキュリティについて少しでも

皆様のお役にたてればと、お話しさせていただき

ます。 

基本的な内容となりますので、皆さんご存じのこ

とも多いと思いますが、ご了承ください。 

お手許の資料をご覧ください。 

※資料に基づく説明 

サイバーセキュリティについては以上となりま

すが、サイバーセキュリティにおいては、 

技術的な対策はもちろんですが、一番大事なのは、

サイバーセキュリティ意識を向上させることで

す。 

サイバー攻撃の根本的な原因は、企業に属してい

る社員一人ひとりが、サイバー攻撃を他人事とし

て捉えてしまっていることではないかと考えて

います。 

特に大企業はサイバー攻撃に対してお金も人材

も投入し、セキュリティ製品の導入や、従業員に

対するなりすまし攻撃対策の啓蒙活動など、さま

ざまな対策がされている。それでもサイバー攻撃

を受けてしまうのは、「自社では起きないだろう」

「うちのような会社を狙ってもしょうがない」

「ベンダーに任せているから安心」「最新のセキ

ュリティ製品を導入したばかりだから大丈夫」と

いった他人事、他人任せになってしまっています。 

サイバー攻撃は業界や規模にかかわらず、すべて

の企業が狙われていることを認識するのが重要

です。 

サイバー攻撃は決して対岸の火事ではなく、今ま

さに迫りくる脅威であることを認識し、次のこと

を徹底することからぜひ始めてください。 

・機器は初期設定のままで運用しない。 

・パスワードは定期的に変更する。 

・必要以上にリモート接続をしない。 

・ベンダー任せにしない。 

サイバー攻撃を「完全に防ぐ」ことはほぼ不可能

です。問われているのは、不正侵入を含め、被害

をどれだけ早く見つけ、どこまで小さく抑え、ど

れだけ早く事業を立ち直らせるかという「復旧力

（レジエンス）」です。 

 

【最後に】 

最後になりますが、 

システムの仕事というと、「機械相手の仕事」だ

と思われがちですが、実際には人との関りがすべ

てです。 

営業店の方から「この操作が分からない」と相談

を受けたり、新しいシステム導入のときには、職

員全員に説明して理解してもらったり－“人に伝

える力”がとても大事なんです。 

私自身、技術よりも「分かりやすく伝えること」

「相手を安心させること」を常に意識して仕事を

しています。 

また、システム部という立場だからこそ見える“信

用金庫の強み”もあります。 

デジタルが進んでも、やっぱり最後にお客様を支

えるのは“人の温かさ”です。 

データではなく「信頼」を扱う―それが、信用金

庫の一番の価値だと感じています。 

そして、この“信頼をつなぐ”という考え方は、ま

さにロータリーの「奉仕の理念」とかさなると思

います。 

私は、システムの仕事を通して、「見えないとこ

ろを支えることの大切さ」を学びました。それは

まさに、ロータリーの精神とも通じるものだと思

っています。 

技術は日々進化しますが、変わらないのは“人と人

とのつながり”です。 

これからは、ロータリーでもその「つながり」を

大切にしながら、地域のため、そして皆さまとの

ご縁を大切に活動していきたいと思います。 

どうぞこれからもご指導・ご鞭撻のほど、よろし

くお願いいたします。 

本日はありがとうございました。

お  祝 ●誕生月 
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荻野正和会員 
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伊藤会員 杉本会員の卓話楽しみです。 

一色会員 杉本会員の卓話楽しみにしています。 

神名会員 杉本会員の卓話楽しみです。 

中村会員 杉本会員の卓話勉強させていただきま

す。 

冨田会員 杉本会員の卓話を楽しみにして。 

田中会員 杉本会員の卓話楽しみにしております。 

皆木会員 杉本会員の卓話楽しみにしております。 

永富会員 杉本会員の卓話楽しみです。 

中村会員 アンバサダーをしている女子サッカーハ

リマアルビオン、ただいま皇后杯でベス

ト 8 です。明後日、準決勝で栃木県まで

応援行ってきます。 
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例会予告 
 

例会日 プログラム 担当 

12 月 11 日 SAA アワー 永富 SAA 

12 月 14 日 国際交流フェスティバル 田中副委員長 

12 月 20 日 クリスマス家族例会 北村委員長 

12 月 25 日 休会  

1 月 1 日 休会  

1 月 8 日 休会  

1 月 15 日 卓話「新入会員スピーチ」 松浦会員 

 1 月 22 日 職業奉仕委員会アワー 中村委員長 

 1 月 29 日 卓話 北村会員 

 2 月 5 日 クラブアッセンブリー（上半期決算報告） 

卓話 

田中会計 

段会員 

 2 月 12 日 国際奉仕担当委員会アワー 田中副委員長 

 2 月 19 日 例会委員会アワー 永富委員長 

2 月 26 日 卓話 一色会員 

 3 月 5 日 公共イメージ・広報委員会アワー 段委員長 

 3 月 12 日 卓話 髙岸会員 

 3 月 19 日 卓話 神名会員 

 3 月 26 日 卓話 伊藤会員 

松浦会員 今日から入会させていただきます。ご

指導のほどよろしくお願いいたしま

す。 

伊藤会員 松浦様の入会を祝して、ロータリーラ

イフを一緒に楽しみましょう。 

一色会員 新入会員松浦様、どうぞよろしくお願

い致します。 

神名会員 松浦久美子会員の入会を祝して！ 

中村会員 新入会員松浦久美子様をお迎えして。 

杉本会員 松浦様、よろしくお願いします。 

永富会員 松浦久美子会員の入会を祝して。 

土井達也様 初めてお世話になります。 

伊藤会員 姫路南 RC 土井様、ようこそ龍野 RC

へ。 

冨田会員 姫路南 RC 土井達也様をお迎えして。 

 

 

 

氏  名 松浦 久美子（まつうら くみこ） 

生年月日 12 月 27 日 

職業分類 看護 

勤 務 先 有限会社もものは 代表取締役社長 

推 薦 者 伊藤充弘会員 

     片岡孝次会員 

 


